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２
学
期
が
始
ま
っ
た
令
和
３
年
８
月
31

日
、
安
田
小
学
校
の
１
年
生
は
初
め
て
使

う
ク
ロ
ー
ム
ブ
ッ
ク
（
以
下
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
。）
を
開
き
、
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ
と

パ
ス
ワ
ー
ド
を
打
ち
込
み
ま
し
た
。
生
活

科
の
「
生
き
も
の
大
す
き
」
の
単
元
で
、

シ
リ
ー
ズ
（
そ
の
②
）

Ｔ
Ｒ
Ｙ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
す
ぎ

ト
ラ
イ
シ
テ
ィ
ー

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
カ
メ
ラ
ア
プ
リ

を
使
っ
て
学
校
周
辺
に
生
息
す
る
虫

た
ち
を
見
つ
け
、
写
真
を
撮
っ
て
く
る

活
動
で
す
。

　

思
い
思
い
に
草
む
ら
に
入
り
、
動
き

回
る
虫
の
画
像
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
収
め
ま
す
。
虫
の
苦
手
な
子
も
距
離

を
保
ち
な
が
ら
撮
影
し
、
教
室
に
帰
る

と
撮
っ
た
写
真
を
フ
ァ
イ
ル
で
共
有
。

虫
た
ち
と
の
心
の
距
離
も
縮
ま
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

生
か
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
が
特
別
な
こ

と
で
な
く
「
当
た
り
前
」
の
こ
と
と
な

る
よ
う
に
す
る
「
令
和
の
日
本
型
学
校

教
育
」
の
構
築
を
目
指
し
た
大
き
な
改

革
。
こ
れ
が
国
（
文
部
科
学
省
）
が
推

進
す
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

で
す
。

　

安
来
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、「
Ｔ

Ｒ
Ｙ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
す
ぎ
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
子
ど
も
た
ち
や
教
職
員

が
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
文
房
具
と
し

て
自
由
な
発
想
で
活
用
し
授
業
を
デ

ザ
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

　

多
様
な
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人
取

り
残
す
こ
と
な
く
、
一
人
一
人
に
合
っ

た
学
び
が
で
き
る
学
校
教
育
の
実
現

に
向
け
て
、
す
べ
て
の
小
中
学
校
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。�

問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　

☎
23-

３
１
８
０

▲カメラの代わりにタブレット端末を持ち出し、草む
らにいる虫を撮影する児童（安田小学校）。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を

　
　
　
　
　
　

文
房
具
に

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育
で
学
校
や
教

室
が
変
わ
る
様
子
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
伝
え

し
て
い
ま
す
。

　

安
来
市
教
育
委
員
会
で
は
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良

い
教
育
環
境
の
方
向
性
を
検
討
し

て
い
く
た
め
、「
小
中
学
校
適
正
配

置
基
本
方
針
」
の
策
定
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

こ
の
基
本
方
針
を
定
め
る
に
あ

た
っ
て
は
、
学
校
関
係
者
や
社
会

教
育
関
係
者
等
か
ら
な
る
安
来
市

教
育
政
策
推
進
会
議
（
会
長　

作

野
広
和 

島
根
大
学
教
授
）
を
設
置

し
て
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
推
進
会
議
の
検
討

結
果
が
提
言
書
と
し
て
取
り
ま
と

め
ら
れ
、
令
和
３
年
12
月
12
に
日

作
野
会
長
と
加
藤
喬た

か
し

副
会
長
（
安

来
市
交
流
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会

副
会
長
）
か
ら
秦
誠
司
教
育
長
へ

提
言
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
書
を
ふ
ま
え
、
教
育

委
員
会
で
協
議
を
し
、
令
和
３
年

度
中
に
基
本
方
針
を
決
定
し
て
い

き
ま
す
。

　

今
後
は
令
和
４
年
度
～
５
年
度

に
か
け
て
、
基
本
方
針
を
ふ
ま
え

た
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。
基
本
計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て
は
、
新
た
に
検
討
会

議
（
仮
称
）
を
設
置
し
ま
す
。
保

護
者
や
地
域
の
人
か
ら
も
意
見
を

い
た
だ
き
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
こ
れ
か

ら
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

小
中
学
校
の
適
正
配
置
に
向
け
て

小
中
学
校
の
適
正
配
置
に
向
け
て

　
　
　
～
推
進
会
議
が
基
本
方
針
の
提
言
書
を
提
出
～

　
　
　
～
推
進
会
議
が
基
本
方
針
の
提
言
書
を
提
出
～

▲提言書の提出。作野会長（中央）と加藤副会長（左）。
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